
語適応指導員の派遣が難しい現状です。 きたいです。
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帰国子女や外国人児童生徒の指導方法充実のため、学校 日本語指導が必要な児童生徒等の増加等を踏まえ、これ ・学習指導・生活指導の円滑化が図られるとともに、教

に外国語の話せる日本語適応指導員を派遣します。 らの児童生徒に対し適応指導・日本語指導を行うとともに、関係機関と 育相談の効果が向上します。

連携し、受入体制を整備するなど、学校全体できめ細かな対応を図るこ ・日本語を理解できない保護者の学校理解にも役立ちます。

とが重要です。本事業では、日本語指導が必要な児童生徒の学校生活へ

の適応を図るとともに、外国における生活経験を生かしながら適切な指

導を行うとともに、日本語の習得や教科指導、不適応の問題などに対応

することを目的とします。

・毎年、多くの外国人子女が編入してくる状況が ・編入してきた外国籍児童生徒が学校生活や日本

あり、アジア諸国だけでなく南米等の国からの転入もあり、言語の堪能 の生活に適応できるよう日本語適応指導員の必要派遣回数を確保してい

な日本


